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申請者：

代表者役職：

氏名：

１．避難所の受入人数

避難所の収容人数(全数) 人（うち内部 人、外部受入 人）

２．避難所面積 屋内 ㎡ 屋外 ㎡

３．今回申請する備蓄燃料の使用予定と設置設備の使用

(1) 日常的に備蓄燃料を使用する

└「はい」と答えた場合、使用用途を記載してください（ ）

(2) 常時50％以上の備蓄量を維持出来るようにLPガス販売事業者と連携する

(3) 災害時にはガス栓ボックスを使用予定である。

(4) ガス栓ボックスの使用機器

(5) 補助対象LPガス設備の使用訓練の頻度（日常使用を除く） 回 ／ 年

４．補助対象LPガス設備の使用目的

① 今回申請するLPガス供給設備は 新規設置 入替 増設 である。

 「増設」にチェックした場合、既存のLPガス供給設備の種類： 容量合計： kg

〃 既存のLPガス供給設備と新規のLPガス供給設備は接続するか はい いいえ

〃 既存のLPガス供給設備の使用用途を記載してください( )

② 電源の確保 今回導入する発電機（ポータブル含む）

使用目的 1.通信機器 2.空調 3.照明、家電製品 4.エレベーター

5.給排水ポンプ稼働用

6.その他( ）

既存の発電機がある場合：燃料の種類を記載してください（ ）

　 └ その発電機の用途について、使用目的を記載してください（ ）

③ 空調 自立式GHPあり(既存含む) GHPあり(既存含む)

GHPを導入しない場合の寒暑対応

LPガス暖房機 電気式暖房機 電気エアコン

扇風機、サーキュレーター等 石油ストーブ

その他（ ）

④ 給湯 ボイラー 給湯器

コジェネレーション（災害時の排熱(お湯)利用が可能）

※コジェネレーションがある場合は発電機にも該当するので②にチェックしてください。

⑤ 炊き出し 炊き出しセット コンロ等 炊飯器

【大規模災害時における　　　　　　　　　の運用について】

日付 令和   年   月   日

災害時に、今回導入したLPガス設備および既存のLPガス設備を（公共インフラが全て止まった場

合に）どのような目的で活用するのか、燃料消費量計算書や自家発電設備出力計算書と整合

させたうえで該当項目にチェックをいれてください。

▼選択


